
本技術の開発により、砂礫地盤でのツインスクリュの磨耗を防止することができました。そのことによって、ツインス

クリュシ－ルド工法の主機能である切羽土圧制御性能を維持することが可能になり、ツインスクリュ本体の耐久性が向

上されました。
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ツインスクリュシ－ルド工法は、大深度から浅深度において切羽土圧を管理値に自動制御する泥土圧式シールド

工法の技術としてすでに実用化されています。しかし、砂礫地盤で長期使用すると、排土装置であるツインスク

リュ内部に磨耗が発生し、切羽土圧の制御性能を維持することが出来なくなると考えられます。そこで、このツ

インスクリュの磨耗を防止する技術を開発し、耐久性向上を目指しました。

本技術は、ツインスクリュ内部のフライト部先端にゴム系のシール材を組込ませたことにより、その外筒にあたる

ケーシングとの隙間を無くし、細砂分の噛み込みを防止したことで磨耗の防止が可能になりました。
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